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 2 月 12 日（土）10:00～ 住まいとまちづくりコープの千代崎一夫さんと山下千佳さんを講師に

お迎えして講演会『長生き団地とまちづくり』～建て替えから改修の時代へ～を開催しました。 

“この街でず～っと暮らしていくために”はどうしたらいいのかを考え･行動する人がたくさん増

えるといいなと思うＣＣＳですが、これが初めての企画です。まるで合わせたかの様に「雪が

降るかもしれない」という天気予報。数日前から「開催できないかも？！」とドキドキしました。

でも、無事開催。 24 名のみなさんとお二人の話に耳を傾けました。 

 住宅を景気対策で考える日本では住宅の寿命はとても短いです。人の一生より住宅の寿命

が半分に満たない程短ければ建て替えに追われて「住宅貧乏」です。個人が住宅貧乏なら国

も住宅貧乏で、未来に向かって文化向上はありえません。(レジメより)  他の先進国では（紹

介されたのはドイツでした）住宅は福祉の視点で考えられます。日本と同じコンクリート造りの

団地で「築 97 年」クラスの団地が（本人たちは古いと思っていない）たくさん紹介されました。

工夫をして生活を楽しんでいるという感じが伝わってきます。人気があって新規入居は難しい

そうです。 建築の世界でも「技術は日進月歩していて、快適に長く住むための技術も様々あ

ります」とのこと。「ドイツだからできるんだよ」ではなく、物事をどうとらえるかなのだろうと思い

ました。 



 この講座の情報を思いつく限り流しました。それを見て、自分たちで講師のお二人をお呼び

して学習会を開催した団地（築 40 年）がありました。 40 名を予定して 74 名集まったとか。差

し迫ったものがあったのでしょう。私たちＣＣＳが投じた一石が波紋となって広がった･･･嬉しい

です。そして、「建て替え？改修？」と考えていく過程が安心のコミュニティーを作り上げていく

きっかけになれば、と思うのです。     （あき）  

 


